
農業農村情報通信環境整備準備会

事務局(株式会社インターネットイニシアティブ)

齋藤 透

農業・自治体向け導入ガイド



‐ 2 ‐

農業経営体の数がついに100万を下回る一方、法人化による農地の大規模化が進む。

日本の農業の現状 ～農業センサス2025より～

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noucen/pdf/census_25.pdf

農業経営体数(全国) 農業法人経営体数(全国)

データ活用への取り組み状況

団体経営体でのデータ活用比

率は60％を超える。

よく言われる「農業は経験と

勘の世界」ではなくなりつつ

ある。



‐ 3 ‐

◼愛媛県八幡浜市におけるLoRaWAN整備事例。

スマート農業の普及のキーとなる「通信環境整備」
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◼既存の技術における強み・弱み

⚫ LTEなどの携帯通信回線

» どこでも繋がる、簡単に使えるというメリットは大きいものの、センサーを多数設置し、面的普
及を狙おうとすると、回線費がそれに比例して大きく増加する。

⚫ LoRaWANなどのLPWA規格

» 低消費電力、長距離通信といったメリットは大きいが、カメラの画像データや音声データなどが
取り扱えず、機器の相互接続性が課題になることも。ダウンリンク(操作系)通信が若干苦手。

Wi-Fi HaLow の強み

Wi-Fi HaLow の特徴・強み

• スマート農業分野で4K/8Kクラスのリアルタイム動画伝送ニーズは少ない。むしろ1日数回程度

の定点撮影のHD静止画機能などがニーズあり。

• ハウスの窓開閉や灌水バルブの操作など、リアルタイム操作のニーズも。

LPWAカテゴリとしては必要十分な通信速度 (約1Mbps)

• 既存のWi-Fi機器などとの接続が簡単。インターネット標準のIP規格で通信できる。

• 簡単に言うと、スマホが使える。LINE通話ができる。(※ただし変換器は必要)

IP通信による相互接続性の確保
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https://www.maff.go.jp/j/budget/pdf/r8yokyu_pr63.pdf

農林水産省 農業生産基盤情報通信環境整備事業について
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農林水産省 農業生産基盤情報通信環境整備事業について
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農林水産省 農業生産基盤情報通信環境整備事業について
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IIJでの事業実施事例：北海道壮瞥町

https://nn-tsushin.jp/wp/wp-content/uploads/2023/03/jirei_r4_sobetsu.pdf

立ち上げ支援 ～ 計画策定事業 ～ 施設整備事業までをトータルサポート
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総務省 地域社会DX推進パッケージ事業について
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総務省 地域社会DX推進パッケージ事業について
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総務省 地域社会DX推進パッケージ事業について
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総務省 地域社会DX推進パッケージ事業について
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IIJ 事例：先進無線活用タイプでの採択
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IIJ事例：補助事業での採択
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